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この問題は， 2023年度一般選抜より新設する「共通テスト十一般 (C方式）」の個別試験をイメ

ージするために作成したサンプルであり，実際に出題される問題とは異なります。

［早稲田大学教育学部］

総合問題（複合文化学科）
（問題）

2 oxx年度

(Sample A試験時間 120分間）

［出題の意図や狙い、入学者に求める力］

複合文化学科では，人間にかかわる事象全般を広く 〈文化〉 と捉えたうえで， それを多元的・多面

的に考察する力を育成することを大きな柱と している。また，現代社会が抱える諸問題，現代文化が

繰り広げる諸現象に対し，複合的な視野をもって果敢に挑戦していく人材の育成を目指している。こ

のサンプル問題は，タイプの異なるテクス ト（社会問題を論じたジャーナリストのテクスト，作家に

よる創作，作品の写真）を読み，解釈し，社会，文化を広く考える力を問うものである。 解答者の主

張の思想的内容ではなく，解答者が自らの主張をどのように論理展開できるかに注目 して採点する。

また，要約問題では，文章を正確に読む力も問われている。



以下に挙げる 3つの資料は，【資料1】が， 2015年にノーベル文学賞を受賞したベラルーシの作家，ジャ

ーナリストであるスベトラーナ・アレクシェーヴィチ (1948年生）が，チェルノブイリ原発事故から 10

年を経た 1996年，雑誌『諸民族の友好』 に発表した文章である。【資料 2】は，旧ソ連出身のユダヤ系現

代アーティストであり作家でもあるイリヤ・カバコフ (1933年生）が 1996年に創作した物語である。 【資

料 3】は，フランス人の母，ユダヤ人の父のもとに，ナチス占領下のパリで生まれ，フランスで活動した

アーティスト，クリスチャン・ボルタンスキー (1944-2021年）の作品の写真とその解説文である。この

作品はミラノ，パリ，ニューヨークですでに展示されていたが，日本で新たに制作するにあたりボルタン

スキーは東日本大震災の被災地を訪れ，その印象を作品に反映している。

問題1 資料lのアレクシェーヴィチの文章のポイン トを200字以内で要約しなさい。

問題2この3つの資料を読み，すべての資料について言及しながら，芸術，文化，社会，歴史，人類など

について，あなたが考えたことを 1,200字以内で自由に替きなさい。
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【資料1】

見落とされた歴史について 一自分自身へのインタビュー一

メタファー

-0年がすぎました。チェルノブイリはすでに隠喩になり，シンボルになり，歴史にすらなりました。

何十冊もの本が書かれ，何千メートルものビデオフィルムが撮影されました。 私たちはチェルノブイ リの

ことはすべて知っているような気がする，事実も名前も数字も。 なにかつけく わえることがあるのです

か？それに，あたりまえのことですが，人々は忘れたがっています，もう過去のことだと自分を納得させ

て。

この本はなんについてですか？なぜあなたはこの本を書いたのですか？

この本はチェルノブイリについての本じやありません。チェルノプイリを敗りまく世界のこと，私た

ちが知らなかったこと， ほとんど知らなかったことについての本です。 見落とされた歴史とでもいえばい

いのかしら。私の関心をひいたのは事故そのものじやありません。あの夜原発でなにが起き，だれが悪

くて， どんな決定がくだされ，悪魔の穴のうえに石棺を築く ために何 トンの砂とコンク リートが必要だっ

たかということじゃない。この未知なるもの，謎にふれた人々がどんな気持ちでいたか，なにを感じてい

たかということです。チェルノプイリは私たちが解き明かさねばならない謎です。も しかしたら，二十一

世紀への課題，二十一世紀への挑戦なのかも しれません。人は， あそこで自分自身の内になにを知り，な

にを見抜き，なにを発見したのでしょうか？自らの世界親に？この本は人々の気持ちを再現したものです，

事故の再現ではありません。

以前何冊か本を書きま したが，私は他人の苦悩をじっとながめるだけでした。 今度は私自身もみなと同

じく目撃者です。私のく らしは事故の一部なのです。私はここに住んでいる。チェルノブイ リの大地， ほ

とんど世界に知られることのなかった小国ベラルーシに。 ここはも う大地じゃない， チェルノプイ リの実

験室だといまいわれているこの国に。ベラルーシ人はチェルノプイ リ人になった。チェルノブイリは私た

ちの住みかになり，私たち国民の運命になったのです。私はこの本を書かずにはいられませんでした。

ー では，チェルノブイリとはいったいなんですか？なにかの記号ですか？それとも，過去のどんなでき

ごととも比較できない，科学技術がもたらした大惨事なんでしょうか？

ー 大惨事以上のものです。よく知られた大惨事とチェルノブイリとを同列に置こうと しても， それでは

チェルノブイ リの意味がわからなくなります。私たちはいつもまちがった方向に進んでいるようです。 こ

こでは過去の経験はまった＜役に立たない。チェルノプイ リ後，私たちが住んでいるのは別の世界です。

前の世界はなくなりました。でも人はこのことを考えたがらない。このことについて一度も深く考えてみ

たことがないからです。不意打ちを食らったのです。

取材をした人々から同じ告白を聞くことがたびたびありま した。 「私が見たことや体験したことを伝え

ることばがみつからない」「こんなことはどんな本でも読んだことがない，映画でも見たことがない」「こ

んなことは前にだれからも聞いたことがない」。同じ告白がくりかえされますが，私は意識的にこれらを

本から削除しませんでした。全体として同じことがあちこちに書かれています。削除せずに残したのは，

たんに信憑性を期すためだけでなく ，＜手の加えられていない真実＞のほうが起こりつつあることの異常さ

をよく映しだすように思えたからです。すべてはじめて明らかにされ，声にだして語られたことです。

なにかが起きた。でも私たちはそのことを考える方法も，よく似たできごとも，体験も持たない。私た
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ちの視力も聴力もそれについていけない，私たちの語彙ですら役に立たない。私たちの内なる器官すべて，

それは見たり聞いたり触れたりするようにできているんです。そのどれも不可能。なにかを理解するため

には，人は自分自身の枠から出なくてはなりません。

感覚の新しい歴史がはじまったのです。

ーしかし人と事件とは必ずしも対等ではありませんね？ほとんどの場合対等とはいえませんが。

一私がさがしたのは，衝撃を受けた人，自分と事故とを対等に感じた人，じっくり考えている人です。

三年間あちこちまわり，いろいろ話を間きました。原発の従業員，科学者，元党官僚，医学者，兵士，

移住者，サマショール（強制疎開の対象となった村に自分の一存で帰ってきて住んでいる人），職業も運

命も世代も気質もさまざまです。神を信じている人，いない人，農民，インテリ。チェルノブイリは彼ら

の世界の重要なテーマです。内も外もチェルノブイリの悪影響を被っている。大地と水だけじゃない，彼

らの時代すべてが。

一人の人間によって語られるできごとはその人の運命ですが，大勢の人によって語られることはすでに

歴史です。二つの真実 — 個人の真実と全体の真実を両立させるのはもっともむずかしいことです。今 日 の

人間は時代のはざまにいるんです。

二つの大惨事が同時に起きてしまいました。ひとつは，私たちの目の前で巨大な社会主義大陸が水中に

没してしまうという社会的な大惨事。もうひとつは宇宙的な大惨事，チェルノブイリです。地球規模でこ

のふたつの爆発が起きたのです。そして私たちにより身近でわかりやすいのは前者のほうなんです。人々

は日々のくらしに不安を抱いている。お金のエ面，どこに行けばいいのか，なにを信じればいいのか？ど

の旗のもとに再び立ちあがればいいのか？だれもがこういう思いをしている。 一方チェルノブイリのこ と

は忘れたがっています。最初はチェルノブイリ に勝つことができると思われていた。ところが，それが無

意味な試みだとわかると，くちを閉ざして しまったのです。自分たちが知らないもの，人類が知らないも

のから身を守ることはむずかしい。チェルノブイリは，私たちをひとつの時代から別の時代へと移してし

まったのです。

私たちの前にあるのはだれにとっても新しい現実です。

ーしかし，人はなにを話すときも，自分というものを同時に出してしまうものです。私たちはいったい

何者なんでしょうか？

ー ベラルーシの歴史は苦悩の歴史です。苦悩は私たちの避難場所です。信仰です。私たちは苦悩の催眠

術にかかっている。 しかし， 私はほかのことについても聞きたかったのです，人間の命の意味，私たちが

地上に存在することの意味についても。

訪れては，語り合い，記録しました。この人々は最初に体験したのです。私たちが うすうす気づきはじ

めたばかりのこ とを。みんなにとってはまだまだ謎であることを。でも，このことは彼ら自身が語ってく

れます。

何度もこんな気がしました。私は未来のこと を薯き記している •••。
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【資料2】

ゴミ

「ふつう，だれの家でもテーブルの下，書き物机や雑誌，鼈話の台の下には溜まりにたまった紙の山が堆

積しており，それは毎日このアパー トヘと降り注いでくる。アパー トは文字通り，紙の雨に晒されている

のだ。雑誌手紙住所録，領収書，メモ，封筒，招待状，カタログ，プログラム，電報，包装紙などで

ある。紙のこうした奔流，滝を，私たちは定期的に仕分けし，グループ別にまとめる。人によってグルー

プの分け方はまちまちである。有価証券類のグループ，忘れないようにとっておくグループ，いい思い出

のグループ，万が一の予期しえない出来事に備えるためのグループ一人それぞれに自分なりの原則があ

る。

それ以外は，もちろんのこと，ゴミ箱に捨てることになる。

重要でない害類から重要な書類を分けるまさにこの作業は， とくに困難でありまたうんざりさせられる。

しかしそれがどうしても必要であることはだれもが知っている。そして仕分け作業のあとには，あらたに

紙の山が溜まるまでは，多かれ少なかれすべてが片づいている。

しかし，もし重要でないものから垂要なものを選別することなど不可能と観念して，こうした仕分け作

業，こう した清掃作業をせずに，この紙の奔流がわが身を洗うにまかせたとしたら一それは狂気という

ことではなかろうか。どういう時にそんなことが起こり得るのか。それは，こうした紙の山のなかで何が

里要か，何が重要でないか，ある原則がなぜ他の原則より優れているのか，必要な誉類の山はゴミの山と

どう違うのか，人が本当に知らない時である。

こう した人の意識のなかで起こっている思考パターンはまったく異なるものである。 そこでは，膨大な

書類の海となって彼の目の前にあるものは，例外なく貴重なものとみなされるか，あるいはすべてがゴミ

と見なされるかなのだ。そしてここから ーすべては保存されるか，あるいは廃棄されるかだ，というこ

とになる。こうした動揺のなかで選択は極度に辛いものとなる。すべてが貴重で璽要だというのは，溜ま

った書類を見直して仕分けしたことのある者ならだれでも知っている素朴な感情である 一それは，これ

らの書類ひとつひとつに結びついた，ありとあらゆる出来事の思い出である。書類というこう した印や証

人を失って しまう ことは，自分の思い出をいくらか失ってしまうこ とでもある。私たちの記憶の領野では，

何もかもが同じように貴く意義あるものとなる。思い出のあらゆる点がそれぞれに結びついていて，私た

ちの記憶のなかで様々な連鎖を形作っている。私たちの生，私たちの人生の歴史は，最終的にはそれらの

上に成り立っているのだ。

これらすべてを失うことは，私たちが過去にそうだったものと離別すること，その意味で部分的にもう

存在しなくなることを意味する。

だが，もう一方で，素朴な常識は私たちに，里要な書類，記念の葉魯，心に残る手紙を除けば，残りは

何の価値も持っていないまったくの紙屑だと密かに任げる。というのもこの紙屑の山はすべて， かつて支

払いを した領収書，古い映画の券や鉄道の切符，もらったり買ったりした複製画，ずいぶん前に読んだ雑

誌や新聞，やるべきことを書いたメモ ー実行したにしろ何もしなかったにしろ，どのみちもうやり直し

ようのないものだ。 しかし，私たちの書類に第三者的にそそがれるこの視線はどこから来るのか。 どうし

て私たちは，この第三者的視線と一体化し，この視線にしたがって，これらの物が必要かそうでないかを

決めなければならないのか。なぜ私たちは，現在から自分の過去を眺めて，それを自分のものと見なさな

かったり， さらにひどいことに，それを無視したりあざ笑ったり しなければならないのか。
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そう。だが，私の人生を第三者的に傍観する機会や権利を持つ者などだれがいよ う。かりにこの他者が

私自身だとしても，それはこの古い書類に目を通す時だけ，この瞬間だけのことではないか。どうして常

識は，今となっては滑稽で不必要にしか見えない，これらの紙切れに結びついた私の思い出より，私の人

生のあらゆる点より強力でなければならないのか。

もちろんここで，こう反論することもできるだろ う 一こう した思い出が存在するのは自分にとってだ

けなのであり，私の思い出を知らない他人たちにとっては，これらの紙切れはまったく無用なものでしか

ないのだと。たしかにそうだ。しかしいったいなぜ私は，たんにそれが他人にはゴミにしか見えないから

というだけで，私の思い出と別れなければならないのか。

私にはそれがわからない。

片っ端から集められ，ファイルに綴じられたこれらの書類は，私の人生の過去がそのままに，切れ目な

く続くひとつの布地を織り上げていて，たとえこれらのファイルのなかが乱雑に綴じられた古紙の山にし

か見えないとしても，このゴミのなかには私にとって非常に多くのものが，ほとんどすべてが在る。その

うえ， どんなに奇妙にみえても，私にはまさにゴミそのものこそ，璽要書類や何の意味もない物がごった

になって分けられていないまさにその屑こそが，私の人生というほんとうの，唯一真実な織物を織り上げ

ているように感じられるのだ。それが第三者の目にはどれほどくだらない，馬鹿げたことに思えよう と・・・
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【資料3】

出典：クリスヂブン・ボルタンスキー「NoMan's Land」（大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ 2012)Photo Nakamura Osamu 

一素材＝服，クレーン，心臓音，スピーカー

一大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ2012のために制作された作品

約 20tの衣服を，真夏の炎天下と雨にさらされる屋外に展示した。

「神の手」を思わせるクレーンが， うずたかく積まれた衣服をつかみ， 空中で放つ圧倒的な物量と誰か

が身につけた古着の一着一着が翻弄される様は，東日本大震災を経験した私たちにさまざまな解釈を

もたらした。

［以下余白］

7
 


	15_fukugo_2023_sampleA_ページ_1
	15_fukugo_2023_sampleA_ページ_2
	15_fukugo_2023_sampleA_ページ_3
	15_fukugo_2023_sampleA_ページ_4
	15_fukugo_2023_sampleA_ページ_5
	15_fukugo_2023_sampleA_ページ_6
	15_fukugo_2023_sampleA_ページ_7

